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ミドリ 「今日は久しぶりに楢下
な ら げ

ね。」 

あゆむ 「そうだね。 あれ、でもここをまっすぐ行け 

ば、金山峠の方に行くんじゃなかった？」 

ふみお 「“旧丹野家住宅”は、 下町から移されて、

この道の途中にあったんだよね。」 

ミドリ  「あれよ。 外からは見ていたけど、中はくわ 

しくは見ていなかったわ。」 

あゆむ 「へえ。これまで通り過ぎていたんだ。よく

見ると大きな建物

だね。」 

ミドリ  「説明板がある。」 

ふみお 「“楢下
な ら げ

集落図
し ゅ う ら く ず

”や 

“滝沢屋
た き ざ わ や

間取り
ま ど り

図
ず

”な 

どもあってくわしく

わかるね。」 

ミドリ 「説明板に、“滝沢屋 

（旧丹野家）”と書い 

てあるわ。滝沢屋は、 

家の呼び名で、屋号
や ご う

 

だったわね。」 

ふみお 「宝暦７年(1757)の洪 

   水後に建てられて、 

  

「東北の秘境 上山・楢下宿―斎藤茂吉生誕百年を偲んでー」より 

 

 

大学の調査でもそのころだと確かめられ 

たとある。 前は、この集落図の３０番の家 

で、かどのところだったね。」 

あゆむ 「あ、 前に来た時の駐車場
ちゅうしゃじょう

の向かい側のと 

ころだな。 思い出したよ。」 

ふみお 「下町
し た ま ち

や本町
も と ま ち

とも言われた中心的な町並
ま ち な

み 

で、本陣
ほ ん じ ん

とか脇本陣
わ き ほ ん じ ん

などがあったところと 

いうことだったよね。」 

ミドリ  「そう、思い出したわ。殿様
と の さ ま

が泊
と ま

る本陣。次に 

えらい人たちが泊る脇本陣だったわね。 

そして、この滝沢屋は脇本陣。」 

文じい 「ふむ、よく思い出した。 滝沢屋の前の写真

がある。 わしも昔入らせてもらって、たく

さんのかんざしやくしを見せてもらったも

のじゃ。 案内人の木村さんがいらっしゃる。

お話をお聞きしよう。」 

あゆむ 「お、 この戸をくぐって中にはいるんだな。 

なんかせまい感じだな。」 

ミドリ  「毎日の出入りなら、これぐらいでいいんじ

ゃない。」 

旧丹野家
き ゅ う た ん の け

住宅
じ ゅ う た く

 

 



あゆむ 「アッ、 でも木村さんが戸をいじっている。 

おお、 広く開けられるんだ！」 

ふみお 「中にうまやもあるし、広く使うときはこの

ように開けられる。うまくつくってある。」 

文じい 「そうじゃのう。 あとは間取り
ま ど り

図
ず

にある通り

に、木村さんの案内で見ていこう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミドリ  「じょうだんは、りっぱな部屋ね。 それに、 

 置
お

いてあるものもなんかすごいものばかり 

 みたいだわ。」 

文じい 「まさにお宝びっしりじゃのう。」 

ふみお 「それに、展示
て ん じ

されているものも、いろんな 

ものがあるね。」 

文じい 「古文書
こ も ん じ ょ

に、絵図
え ず

、旅の道具、関
せ き

札
ふ だ

など、大事

な資料ばかりじゃ。それに、かんざし、こう

がい、くし。」 

あゆむ 「お、 銭
ぜ に

もあるぞ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文じい 「廊下
ろ う か

は、幅
は ば

の広い“広縁
ひ ろ え ん

”になっている。 そ

して、板戸は持ち上げて開けられる“しとみ”

じゃ。 さらに、屋根が長く伸びた“土
ど

庇式
びさししき

”

の“こまや”、まあ、ポーチじゃな。 その柱

を受ける横に渡している”桁
け た

”は、一本の木

で１３間
け ん

（およそ２３．５ｍ）もあるという。」 

ふみお 「板戸は上に開けられる。雪もつもらない。」 

ミドリ  「すごい造
つ く

りだわ。」 

文じい 「元の図面を見ると、“土間
ど ま

”の奥に“だいど

ころ”、その続きに、“蔵
く ら

”があった。」 

あゆむ 「もっと大きかったんだ！」 

文じい 「昔は、“滝沢
た き ざ わ

諸白
も ろ は く

”という名のお酒もつくっ

ていたという。」 

ふみお 「県の文化財に指定
し て い

されるわけだ。」 

文じい 「ふむ、楢下は他にもある。 また来よう。」 
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「どま」から、「かって」、その右奥に「なんど」、左は「なかま」 

 

「なかま」から曲がって、「じょうだん」へ 

 

県指定文化財「旧丹野家住宅」    金山峠へ 

                旧丹野家住宅■ 

 

            卍浄休寺 

          楢 下 

本庄 街道 


